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平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
決
算

額
は
、
４
２
８
億
５
２
５
１
万
３
２
６

４
円
。
前
年
度
と
比
べ
て
３
億
１
９
７

２
万
９
７
９
８
円
の
増
。
一
方
歳
出
決

算
額
は
４
１
２
億
５
９
４
３
万
８
５
９

１
円
、
前
年
度
と
比
べ
て
４
７
４
３
万

１
３
４
６
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
決

算
規
模
と
し
て
は
、
歳
入
は
過
去
最

大
、
歳
出
は
過
去
２
番
目（
左
グ
ラ
フ

参
照
）。

■ 

５
億
円
の
財
源
確
保

　

総
括
質
疑
で
の
特
徴
は
、
市
長
が
提

起
し
て
い
る「
５
億
円
の
財
源
確
保
」に

つ
い
て
は
、
単
年
度
に
５
億
円
と
い
う

の
で
は
な
く
、
29
年
度
は「
着
手
」で
あ

り
、
任
期
４
年
で
財
源
を
確
保
す
る
と

平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
集
中
審
査

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
９
月
18
日
か
ら
21
日
ま
で
４
日
間
に
わ
た
っ
て
、
平
成
29
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
、集
中
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
議
長
と
議
会
選
出
の
監
査
委
員
を
除
く
全
員
が
参
加
し
て
決
算
審
査
を
行
う
の
は
、

今
回
が
初
め
て
で
す
。
ま
た
岩
永
市
長
に
と
っ
て
は
、
予
算
編
成
か
ら
決
算
ま
で
、
通
年
で
執
行
さ
れ
た
の
は
初
め
て
だ
け
に
、
特

に
重
点
に
掲
げ
ら
れ
た「
子
育
て
・
教
育
」「
地
域
経
済
」「
介
護
と
福
祉
」の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
く「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
10
」の
諸
事
業

が
、
ど
う
い
う
成
果
を
お
さ
め
た
の
か
を
中
心
に
、
前
進
面
を
評
価
す
る
と
同
時
に
、
課
題
や
問
題
点
を
掘
り
下
げ
、
新
年
度
予
算

編
成
や
今
後
の
市
政
運
営
に
生
か
し
て
い
く
べ
き
教
訓
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
積
極
的
な
指
摘
や
問
題
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

い
う
も
の
、
と
の
説
明
で
し
た
。
29
年

度
の
場
合
、
税
収
１
億
円
の
目
標
が

３
億
円
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
１
億
円
の

目
標
が
約
１
５
０
０
万
円
、
経
費
削
減

な
ど
で
２
億
円
の
改
善
が
図
れ
た
、
と

の
説
明
で
し
た
。

■ 

地
方
創
生
推
進
交
付
金

　

国
の「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」を
活

用
し
た
16
事
業
と「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
10
」

の
事
業
進
捗
と
成
果
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
主
な
質
疑
で
は
、
人
口
減
少
に

対
す
る
対
応
策
、
日
本
遺
産
認
定
を
活

か
し
た
観
光
戦
略
、
特
に
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
あ
り
方
な
ど
に
議
論
が
集
中
。
平
成

29
年
８
月
に
専
門
人
材
派
遣
に
関
す
る

協
定
書
締
結
以
降
、
こ
の
間
の
取
り
組

み
を
時
系
列
に
し
、「
30
年
度
に
日
本

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
る
」と
し
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
、
基
本
的
方
向
は
変

わ
ら
な
い
も
の
の
、
地
域
の
特
性
や
甲

賀
市
に
特
化
し
た
事
情
に
よ
り
、「
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
違
う
甲
賀
市
独
自
の

取
り
組
み
」「
ま
ず
は
市
内
２
つ
の
観
光

協
会
の
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
を
第
一

に
地
盤
固
め
を
行
う
」こ
と
に
な
っ
た

経
緯
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら

は「
政
策
形
成
過
程
の
プ
ロ
セ
ス
を
明

確
に
す
べ
き
」「
当
初
の
計
画
を
変
更
す

る
場
合
は
、
議
会
に
説
明
し
合
意
を
図

る
べ
き
」な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

■ 

税
や
料
金
な
ど
の
収
入
未
済

　

市
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
８
つ
の

税
収
入
で
は
、
現
年
度
収
入
未
済
が

１
億
２
５
２
８
万
円
余
、
過
年
度
を
合

計
す
る
と
６
億
８
１
１
万
円
余
。
保
育

料
に
つ
い
て
も
現
年
度
で
３
６
０
万
円

余
、
過
年
度
を
あ
わ
せ
て
４
０
５
８
万

円
余
、
う
ち
10
年
前
以
前
の
分
が

８
７
５
万
円
余
、
約
２
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
学
校
給
食
費
は
、
現
年
度
７
４

件
１
５
１
万
円
余
、
過
年
度
を
合
計
す

る
と
１
８
０
０
万
円
余
あ
り
、
う
ち
合

併
以
前
の
未
収
が
６
０
６
万
円
余
、
10

年
前
以
前
の
分
が
全
体
の
６
割
強
を
占

め
て
い
ま
す
。
同
時
に
そ
の
一
方
で
市

税
の
６
５
１
件
３
９
０
３
万
円
余
を
含
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常任委員会報告
予算決算常任委員会①
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め
、
４
５
７
３
万
円
余
を
不
納
欠
損
処

理
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
点
で
は
、
現
年
度
で
滞

納
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
の
対
策
に
力

点
を
置
く
と
と
も
に
、
監
査
の
意
見
書

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が「
負
担
の

公
平
・
公
正
の
原
則
に
立
ち
、
悪
質
と

判
断
さ
れ
る
滞
納
者
に
は
毅
然
と
し
た

収
納
姿
勢
を
堅
持
」す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

■ 

重
点
施
策
の
成
果
は

　

子
育
て
応
援
医
療
で
昨
年
10
月
か
ら

小
学
３
年
か
ら
６
年
ま
で
に
拡
充
さ

れ
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
仮
に
通
年
で

試
算
す
る
と
約
１
億
１
７
０
０
万
円
必

要
。
中
学
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
と
約

４
８
０
０
万
円
の
上
乗
せ
と
な
る
、
と

の
報
告
。

　

子
育
て
応
援
・
定
住
促
進
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
は
、
４
０
０
件
の
応

募
に
対
し
て
３
０
５
件
を
対
象
に

４
５
７
８
万
５
千
円
を
補
助
、
７
億
円

を
超
え
る
総
事
業
費
と
な
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

忍
者
と
信
楽
焼
が
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
こ
と
を
含
め
た
観
光
戦
略
に
つ

い
て
も
委
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
の
観
光

入
込
客
数
は
３
０
４
万
５
１
０
０
人

で
、う
ち
外
国
人
は
５
万
２
７
７
８
人
。

観
光
消
費
額
は
日
帰
り
で
３
６
８
３

円
、
宿
泊
で
３
万
１
３
０
６
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

 

採
決　
賛
成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論

　

子
ど
も
の
医
療
費
拡
充
や
小
中
学
校

の
エ
ア
コ
ン
・
ト
イ
レ
整
備
等
積
極
的

に
進
め
ら
れ
た
点
は
評
価
す
る
。
し
か

し
歳
入
で
は「
５
億
円
の
財
源
確
保
に

着
手
す
る
」と
強
調
さ
れ
た
が
、
市
税

３
億
円
増
は
施
策
を
反
映
し
た
も
の
で

は
な
い
。
ふ
る
さ
と
納
税
は
目
標
１
億

円
に
対
し
１
５
０
０
万
円
、
３
億
円
の

削
減
に
つ
い
て
も
目
に
見
え
た
成
果
が

な
か
っ
た
。
収
入
未
済
や
滞
納
問
題
は

個
別
の
対
応
・
対
策
が
必
要
。
市
政
運

営
で
は
、
政
策
形
成
過
程
に
市
民
の
声

を
反
映
す
る
と
強
調
し
て
い
る
が
、
観

光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
ま
ち
づ
く
り
コ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
水
口
体
育
館
に
つ
い
て
は
充

分
な
議
論
が
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　

こ
れ
に
対
し
て
、
２
名
か
ら
賛
成
討

論
が
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
特
に

第
２
次
総
合
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、

子
育
て
・
教
育
、
地
域
経
済
、
福
祉
・

介
護
の
推
進
に
重
点
的
に
取
り
組
ま
れ

た
。
歳
入
で
は
景
気
回
復
に
よ
る
市
税

の
伸
び
と
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
、

前
年
度
よ
り
３
億
円
増
。
歳
出
で
は
新

庁
舎
整
備
事
業
が
ほ
ぼ
完
了
し
前
年
度

よ
り
減
と
な
っ
た
。「
オ
ー
ル
甲
賀
で

未
来
に
つ
な
ぐ
」を
も
と
に
予
算
執
行

さ
れ
た
。
実
質
収
支
10
億
１
８
８
９
万

６
６
７
３
円
の
黒
字
。
将
来
負
担
比
率

は
ま
だ
ま
だ
注
意
が
必
要
だ
が
、
審
査

を
ふ
ま
え
て
新
年
度
予
算
や
市
政
に
生

か
す
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
適
正
な
決

算
で
あ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

　

決
算
審
査
は
、
４
日

間
・
の
べ
28
時
間
に
わ

た
っ
て
、
各
所
管
別
に

詳
細
な
資
料
と
説
明
を

求
め
慎
重
に
審
査
。

議長と監査委員を除く全議員が参加して甲賀市の一般会計予算・決算を審査する常任委員会です。

基金は、財政調整基金・減債基金のほか、施設整備等16の特
定目的基金があり、基金残高は、前年度比約15億円減少。

市債現在高は、合併直後は増加したが、平成19年度以降は抑
制。平成29年度の市債残高は、前年度比約29億円増。
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緊
急
対
応
が
必
要
な
事
業
の
補
正

　

水
口
地
域
公
立
保
育
園
・
水
口
体

育
館
に
か
か
る
経
費
及
び
用
地
購
入

費
、
民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
事
業

費
補
助
な
ど
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

19
億
８
８
０
万
８
千
円
を
追
加
す
る
も

の
で
す
。

　

民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
事
業
は
、

地
震
発
生
時
の
人
的
被
害
の
防
止
や
避

難
経
路
を
確
保
す
る
た
め
、
撤
去
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
面
積
に
１
㎡
あ
た
り

３
千
円
を
乗
じ
た
額
又
は
撤
去
費
用
の

２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
の
ど
ち
ら
か

低
い
額
で
10
万
円
を
限
度
と
す
る
も

の
。

Q
こ
の
事
業
に

対
し
、
限
度

額
を
10
万
円

と
し
た
理
由

は
。
20
件
の

対
象
工
事
は

通
学
路
が
優

先
さ
れ
る
の

か
。
国
の
補

助
金
制
度
の

活
用
は
。

A
市
道
等
に
面

し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
で
倒
壊

平成30年度一般会計補正予算（第2号）

　今回の補正予算案は、額が決定した普通交
付税や、伴う事業実施の他、緊急に対応が必
要な事業など歳入歳出 19 億 880 万８千円
を追加するもの。主な事業は次のとおりです。

予算決算常任委員会②　意見書

の
危
険
性
が
あ
る
箇
所
で
、
特
段

に
通
学
路
を
優
先
す
る
も
の
で
は

な
い
。

Q
体
育
館
、
保
育
園
の
用
地
購
入
費

に
つ
い
て
㎡
単
価
と
面
積
、
基
金

で
買
っ
た
単
価
は
。

A
体
育
館
、
保
育
園
用
地
と
も
２
万

９
０
０
円
。
保
育
園
約
３
３
３
９

㎡
、
体
育
館
約
１
万
３
０
０
０
㎡
、

道
路
約
89
㎡
。
購
入
時
は
２
万
１

５
５
０
円
で
あ
っ
た
。

 

採
決　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果

全
員
賛
成
に
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
第
２
号
を
審
査
、全
員
賛
成
で
可
決

付託
議案

水口地域保育園施設整備事業 
　● 水口地域公立保育園整備 5,105万円
　● 岩上保育園仮設園舎整備 471万円 
　● 保育園等整備用地測量調査 500万円
甲南地域保育園施設整備事業 411万円
全国植樹祭整備事業  100万円 
民間ブロック塀等撤去事業費補助 200万円
希望ケ丘小学校大規模改造事業 4,700万円
柏木小学校校舎増築事業 １億6,770万円
城山中学校大規模改造事業  1,140万円
水口体育館整備事業 ２億7,239万円

請願・意見書・決議　議決結果

議案等の名称 提案者
討論

凛風会 志誠会 共産党 公明党 無所属
クラブ

無会派
（鵜飼） 結果

反対 賛成

国に対し「消費税増税の中止を求め
る意見書」の提出を求める請願書

草津甲賀民主
商工会会長
中西武男

白坂 小西 ● ● ○ ● ● ● 不採択

西日本豪雨災害の教訓を活かし河川
改修の促進と整備を求める意見書 山岡 ― 小西 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

「イージス・アショア」の配備中止
を求める意見書 山岡 里見 小西 ● ● ○ ● ○ ● 否

水道事業の民営化・広域化を進める
水道法改正に反対する意見書 岡田 土山 山岡 ● ● ○ ● ○

竹若
●

奥田 ● 否

カジノを含む統合型リゾート（ＩＲ）
実施法の廃止を求める意見書 小西 辻 岡田 ● ● ○ ● ○ ● 否

ＬＧＢＴ（性的少数者）の人権と個
人の尊厳を守ることを求める意見書 小西 田中將 岡田 ● ● ○ ● ○ ● 否

水道施設の戦略的な老朽化対策を求
める意見書 田中將 岡田 田中新 ○ ○ ● ○ ○

奥田
●

竹若 ○ 可

学校施設や通学路におけるブロック
塀等の安全性確保を求める意見書 堀 ― ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

児童虐待防止対策のさらなる強化を
求める意見書 白坂 ― ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

2025 年国際博覧会の誘致に関する
決議について 谷永 小西 戎脇 ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

○：賛成　●：反対
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市
職
員
の
不
妊
治
療
休
暇
を
新
設

議案審議（９月定例会）

  

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

  

反
対
討
論

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
目
標
１
億
円
に
対

し
１
５
０
０
万
円
。
３
億
円
の
削
減
に

つ
い
て
も
成
果
が
見
え
な
い
。
市
政
運

営
も
十
分
な
議
論
が
な
い
ま
ま
進
め
ら

れ
て
お
り
問
題
で
反
対
。

  

賛
成
討
論

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
つ
い
て
適
正
に
支
出
さ
れ
、
成

果
が
あ
り
評
価
で
き
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

  

反
対
討
論

　

低
所
得
者
層
の
負
担
が
高
く
問
題

で
、
国
の
補
助
を
も
っ
と
拡
充
す
る
べ

き
で
反
対
。

  

賛
成
討
論

　

健
全
な
財
政
状
態
を
維
持
で
き
て
お

り
評
価
で
き
賛
成
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

  
反
対
討
論

　

制
度
そ
の
も
の
に
反
対
。

  

賛
成
討
論

　

厳
し
い
状
況
の
中
、
一
層
の
努
力
し

て
い
る
こ
と
が
評
価
で
き
賛
成
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

  

反
対
討
論

　

保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
と
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し

と
、
国
の
財
政
支
援
を
含
め
た
支
援
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
反
対
。

  

賛
成
討
論

　

積
極
的
な
事
業
展
開
を
評
価
で
き

る
。

　
（
以
上
４
件
、
賛
成
多
数
に
て
認
定
）

◆
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

◆
野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
特

別
会
計

◆
病
院
事
業
会
計

◆
水
道
事
業
会
計

◆
診
療
所
事
業
会
計

◆
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計

◆
下
水
道
事
業
会
計

　
（
以
上
７
件
、
全
員
賛
成
に
て
認
定
）

  

条
例
改
正

◆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
改
正

　

職
員
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
よ
り
一
層
推
し
進
め
る
た

め
に
、
不
妊
治
療
休
暇
を
新
設
す
る
な

ど
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
討
論
な
し　

全
員
賛
成
に
て
可
決
）

  
人
事
案
件

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
17
人
中
今
回
は
９
人

を
推
薦
。

　
　

竹
﨑　

文
雄
氏 

（
水
口
町
）

　
　

福
井
世
津
子
氏 

（
水
口
町
）

　
　

殿
城　

和
美
氏 

（
水
口
町
）

　
　

大
林　

鉃
男
氏 

（
甲
賀
町
）

　
　

山
本　
　

洋
氏 

（
甲
南
町
）

　
　

中
西　

秀
則
氏 

（
信
楽
町
）

　
　

今
村　

信
教
氏 

（
水
口
町
）

　
　

吉
田　

寛
順
氏 

（
甲
賀
町
）

　
　

土
田　

啓
二
氏 

（
甲
南
町
）

　
（
全
員
賛
成
に
て
適
任
）

  

議
会
へ
の
報
告

◆
平
成
29
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

◆
経
営
状
況
の
報
告

　

○
信
楽
高
原
鐵
道（
株
）

　

○（
有
）グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
こ
う
か

　

○
土
山
町
緑
の
ふ
る
さ
と
振
興
会

　

○
甲
賀
創
健
文
化
振
興
事
業
団

　

○
あ
い
の
土
山
文
化
体
育
振
興
会

　

○（
株
）あ
い
コ
ム
こ
う
か

◆
専
決
処
分
２
件

市
職
員
の
不
妊
治
療
休
暇
を
新
設

　
平
成
30
年
９
月
定
例
会
は
８
月
27
日
か
ら
９
月
28
日
ま
で
の
33
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
一
般
会

計
を
は
じ
め
、
各
会
計
決
算
認
定
11
件
、
人
事
案
件
９
件
、
条
例
案
件
１
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
５
件
、
意
見
書
８
件
、

決
議
１
件
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
、
財
政
の
健
全
化
状
況
と
、
信
楽
高
原
鐵
道
・
あ
い
コ

ム
こ
う
か
の
経
営
状
況
等
９
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
は
市
職
員
が
不
妊
治
療
を
受
け
や
す
く
な
る
画
期
的
な
条
例

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

採
決
の
様
子
を

録
画
配
信
し
て

い
ま
す
。

信楽高原鐵道
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常任委員会報告
総務常任委員会
　
国
に
対
し「
消
費
税
増
税
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書
」の
提
出
を
求
め
る

請
願
書

　

来
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
10
％
の
中

止
を
求
め
る
も
の
で
す
。　
　
　

  

反
対
討
論

　

消
費
税
は
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
平
等

に
徴
収
す
る
税
で
、
社
会
保
障
や
そ
の

他
の
財
源
と
し
て
の
活
用
が
大
切
。

  

賛
成
討
論

　

社
会
保
障
の
財
源
を
消
費
税
に
求
め

る
べ
き
で
な
い
。

 

採
決　
賛
成
少
数
に
て
不
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定
。

　
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
決
算

　

こ
れ
は
、
公
共
事
業
の
先
行
取
得
し

た
土
地
を
貸
付
け
な
ど
し
た
会
計
の
決

算
で
す
。

Q
基
金
の
限
度
額
は
16
億
円
で
あ
る

が
、
年
度
が
経
過
す
る
と
土
地
の

評
価
が
変
動
し
、
透
明
性
が
欠
け

る
。
基
金
は
目
的
を
も
っ
て
運
用

す
べ
き
。

　
９
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
請
願
１
件
、
特
別
会
計
２

件
、
条
例
改
正
１
件
の
４
案
件
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

付託議案
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
改
正
な
ど
審
査

A
保
有
土
地
は
、
旧
町
で
購
入
さ
れ

た
も
の
が
多
い
。
買
戻
し
さ
れ
て

い
な
い
も
の
な
ど
早
急
に
用
地
の

確
定
に
努
め
た
い
。

Q
貸
付
け
収
入
の
な
い
土
地
の
利
用

は
ど
う
な
る
の
か
。

A
積
極
的
に
活
用
し
た
い
。

Q
土
地
貸
付
収
入
の
賃
料
を
決
め
る

基
準
は
何
か
。

A
宅
地
は
固
定
資
産
の
課
税
標
準
額

の
年
額
６
％
。
農
地
は
標
準
小
作

料
を
参
考
に
決
定
し
て
い
る
。

 

採
決　
全
員
賛
成
に
て
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

　
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
改
正

　

職
員
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
推
し
進
め
る
た
め「
不
妊

治
療
休
暇
」を
新
た
に
設
け
る
も
の
で

す
。

Q
休
暇
申
請
を
提
出
し
づ
ら
い
環
境

や
雰
囲
気
の
配
慮
が
必
要
で
は
な

い
か
。

A
行
政
が
先
行
す
る
こ
と
で
、
民
間

に
波
及
さ
せ
て
行
く
こ
と
は
、
意

義
が
あ
る
。

Q
不
妊
治
療
休
暇
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
の
認
識
を
も
ち
、
職
場
で
の

理
解
と
フ
ォ
ロ
ー
が
大
切
。
休
暇

中
は
、
無
給
な
の
か
。

A
こ
の
制
度
を
取
得
し
や
す
い
環
境

に
努
め
た
い
。
勤
務
し
な
い
時
間

に
つ
い
て
は
、
給
与
額
を
減
額（
無

給
）す
る
。

総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。

報
告
事
項

● （
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
コ
ア
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
・
運
営
に
関
す
る
提
言

書
の
報
告

　

検
討
委
員
会
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
で
運
営
に
関
す
る
提
言
が
あ
り
ま
し

た
。

● 

平
成
31
年
度
当
初
予
算
見
積
状
況

　

各
部
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

19
・
５
％
の
伸
び
率
と
な
り
ま
す
。

● 

借
地
に
建
築
し
て
い
る
公
共
用
財
産

に
つ
い
て

　

借
地
契
約
は
10
ヶ
所
で
、
借
地
料
は

年
間
で
合
計
１
２
１
２
万
５
６
１
６

円
。

● 

財
産
に
関
す
る
調
書
の
見
直
し
関
係

　

旧
町
か
ら
引
き
継
い
だ
決
算
面
積
土

地
、建
物
台
帳
の
数
値
差
異
に
つ
い
て
。

　

以
上
４
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

借地に建つ保育園

市有地を社員駐車場として民間に貸与

 

採
決　
全
員
賛
成
に
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。 

契
約

　
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
金
77
万
７
千
円
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

 

採
決　
全
員
賛
成
に
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。
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特別会計の概要

歳入 前年度比 歳出 前年度比 実質収支 市からの  
繰入金 前年度比 被保険者 前年度比

国 民 健 康 保 険 9,991 △ 0.29 9,548 △ 1.80 443 513 △ 5.25 18,638 △ 3.4

後期高齢者医療 1,939 5.4 1,917 5.4 22 1,133 3.0 12,378 1.4

介 護 保 険 7,323 4.8 7,195 7.8 127 1,010 2.6 24,303 1.4

付託議案国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

　

所
得
階
層
別
の
国
保
負
担
割
合
に
つ

い
て
等
の
質
疑
を
し
ま
し
た
。

  

反
対
討
論

　

危
機
的
な
状
況
に
あ
る
国
保
制
度
を
、

都
道
府
県
単
位
化
に
よ
り
救
お
う
と
し

て
い
る
が
、
国
保
税
の
在
り
方
そ
の
も

の
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

賛
成
討
論

　

国
保
は
社
会
保
障
の
重
要
な
施
策
の

一
つ
で
あ
り
、
医
療
費
の
抑
制
に
更
な

る
努
力
を
い
た
だ
く
よ
う
希
望
す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

　

健
診
通
知
の
対
象
者
が
29
年
度
さ
ら

に
広
が
っ
た
こ
と
な
ど
の
質
疑
を
し
ま

し
た
。

  

反
対
討
論

　

後
期
高
齢
者
が
対
象
の
制
度
で
、
高

齢
者
ば
か
り
集
め
れ
ば
医
療
費
が
高
く

な
り
、
保
険
料
が
上
が
る
と
い
う
根
本

的
な
問
題
が
あ
る
。

  

賛
成
討
論

　

い
ろ
ん
な
問
題
が
あ
る
が
後
期
高
齢

常任委員会報告
厚生文教常任委員会

者
の
医
療
や
生
活
を
保
障
し
て
い
く
こ

と
は
大
事
で
あ
り
、
制
度
も
定
着
し
て

い
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

　

高
齢
者
人
口
に
占
め
る
要
介
護
度
や
、

限
度
額
に
占
め
る
利
用
率
割
合
、
介
護

保
険
料
の
未
納
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
を

し
ま
し
た
。

  
反
対
討
論

　

保
険
料
が
上
が
る
中
、
サ
ー
ビ
ス
が

な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
現
状
が
あ

り
、
利
用
料
も
高
く
な
る
。

  

賛
成
討
論

　

介
護
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
対
応
す
る
た

め
生
活
支
援
や
介
護
予
防
も
進
め
て
い

る
。
更
な
る
制
度
の
充
実
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
。

 

採
決　
以
上
３
件
、
賛
成
多
数
に
て

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

病
院
事
業
会
計
決
算

　

甲
賀
医
療
圏
域
の
信
楽
中
央
病
院
が

果
た
す
役
割
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
を
し

ま
し
た
。

診
療
所
事
業
会
計
決
算

　

み
な
く
ち
診
療
所
に
お
い
て
、
内
科

の
患
者
数
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
な
ど
の
質
疑
を
し
ま
し
た
。

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
決
算

　

さ
さ
ゆ
り
の
稼
働
率
が
９
割
近
い
こ

と
な
ど
の
質
疑
を
し
ま
し
た
。

 

採
決　
以
上
３
件
、
全
員
賛
成
に
て

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

平
成
30
年
度
補
正
予
算

● 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

● 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

● 

介
護
保
険
特
別
会
計

 

採
決　
以
上
３
件
、
全
員
賛
成
に
て

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

　
９
月
12
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
９
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。

特
別
会
計
決
算
３
件
、企
業
会
計
決
算
３
件
、

特
別
会
計
補
正
予
算
３
件
を
審
査

市民の生活と福祉、文化やスポーツ、教育に関わる委員会です。

金額　百万円・四捨五入
人数　人　　　比　％

地域医療に貢献　信楽中央病院
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付託議案
　
野
洲
川
基
幹
⽔
利
施
設
管
理
事
業

　
特
別
会
計

　

こ
の
会
計
は
、
野
洲
川
の
基
幹
水
利
で

あ
る
野
洲
川
ダ
ム
と
水
口
頭
首
工
に
係
る

施
設
管
理
を
行
う
た
め
の
会
計
。

　
⽔
道
事
業
会
計

Q
収
益
が
前
年
度
比
約
５
千
万
円
減

と
な
っ
て
い
る
が
、
動
力
費
、
材

料
費
な
ど
の
変
動
経
費
が
増
加
し

て
い
る
が
。

A
漏
水
な
ど
に
よ
り
配
水
量
が
増
え

て
お
り
、
動
力
費
が
増
え
、
大
き

な
管
の
修
繕
に
よ
り
材
料
費
が
増

え
た
。

　
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

水
道
の
使
用
料
収
入
は
減
っ
て
い

る
が
漏
水
が
多
い
た
め
、
経
費
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
漏
水
対

策
が
必
要
。

　
下
⽔
道
事
業
会
計

Q
消
費
税
の
還
付
金
に
つ
い
て
経
過

措
置
分
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
。

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
以
下
の
３
件
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
９
月

14
日
に
委
員
会
を
開
き
審
査
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
決
算
１
件
・

　
　
企
業
会
計
決
算
２
件
に
つ
い
て
審
査

A
消
費
税
が
改
正
さ
れ
た
平
成
26
年

度
の
申
告
分
の
更
正
請
求
を
行
っ

た
。
８
％
で
あ
っ
た
も
の
を
経
過
措

置
分
に
つ
い
て
旧
税
率
の
適
用
と
し

た
。
税
務
署
と
相
談
し
適
正
な
更
正

を
行
っ
た
。
今
後
の
改
正
時
期
に
は

十
分
注
意
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Q
一
般
企
業
で
は
専
⾨
の
税
理
⼠
が

入
っ
て
い
る
が
、
市
の
対
応
は
。

A
シ
ス
テ
ム
会
社
の
方
で
も
税
理
士

相
談
等
が
あ
る
の
で
質
問
等
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
が
、
今
後
消
費

税
の
改
正
が
予
定
さ
れ
お
り
、
専

門
の
方
に
相
談
し
、
内
部
で
も

チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に
上
が
っ

た
時
の
経
過
措
置
を
全
て
８
％
で
計

算
し
て
い
た
。
公
共
下
水
道
事
業
、

農
業
集
落
排
水
事
業
あ
わ
せ
て
約

２
９
０
０
万
円
の
過
納
が
あ
り
、
29

年
度
に
還
付
さ
れ
た
も
の
。

  

賛
成
討
論

　

決
算
に
つ
い
て
は
賛
成
す
る
が
、
消

費
税
の
還
付
に
つ
い
て
は
、
今
後
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
事
務
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
や
は
り
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
受
け

て
、
適
正
な
申
告
を
す
る
べ
き
。

■ 

委
員
会
と
し
て
意
見

　

今
後
、
消
費
税
が
８
％
か
ら
10
％

に
上
が
る
時
に
は
、
税
理
士
な
ど
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
誤
り
の
な
い
よ
う
処
理

さ
れ
る
こ
と
。

 

採
決　
以
上
３
件
、
全
員
賛
成
に
て

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

常任委員会報告
産業建設常任委員会産業、建設、観光振興、上下水道、生活環境に関わる委員会です。

　

８
月
17
日
、
次
の
３
件
に
つ
い
て
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

● 

下
水
道
の
整
備

等
に
伴
う
一
般

廃
棄
物
処
理
業

等
の
合
理
化
に

関
す
る
特
別
措

置
法

● 

甲
賀
市
立
地
適

正
化
計
画
の
素

案
● 

観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

方
向
性

所
管
事
務
調
査

行
政
視
察
報
告

　

７
月
９
日
、
京
都
府
京
丹
後
市
で

「
さ
さ
え
合
い
交
通
・
E
V
タ
ク
シ
ー
」

な
ど
地
域
公
共
交
通
施
策
に
つ
い
て
研

修
、
10
日
は
兵
庫
県
豊
岡
市
で
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
、
観

光
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し

た
。
委
員
会
と
し
て
市
の
施
策
に
生
か

し
て
行
く
よ
う
取
り
組
ん
で
行
き
ま

す
。

豊岡市視察

かもしか荘視察
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討
委
員
会
に
市
民
委
員
２
名
の
参
加
な
ど
、

よ
り
開
か
れ
た
議
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
市

に
お
い
て

も
、
参
考

に
す
べ
き

点
が
多
く

あ
り
、
今

後
取
り
組

ん
で
ま
い

り
ま
す
。

市民と議会・特別委員会報告

議
会
改
革
推
進

議
長
の
役
割
と
活
動

　

議
長
は
、
議
会
の
活
動
を
主
宰
し
、

議
会
を
代
表
す
る
も
の
で
、
議
場
の
秩

序
を
維
持
し
、
議
事
を
整
理
し
、
議
会

の
事
務
を
統
理
す
る
な
ど
の
権
限
が
あ

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
議
会
の
事
務

処
理
、
市
長
等
か
ら
の
制
度
、
事
業
に

つ
い
て
の
報
告
・
調
整
。
本
会
議
に
お

け
る
議
事
運
営
。
国
、
県
等
へ
の
要
望

活
動
。
そ
し
て
市
主
催
の
式
典
・
市
民

の
皆
様
主
催
の
催
し
等
に
来
賓
と
し
て

出
席
等
も
あ
り
、
土
日
も
含
め
ほ
ぼ
毎

日
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

滋
賀
県
市
議
会
議
長
会
副
会
長
と
し
て

の
役
割
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
今
年

は
韓
国
利い
ち
ょ
ん
し

川
市
、
中
国
張ち
ょ
う
か
か
い
し

家
界
市
と
の

交
流
や
福
島
県
南
相
馬
市
で
の
全
国
植

樹
祭
へ
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
議
会
報
告
会
で
は
、

初
め
て
子
育
て
中
の
方
々
等
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

「
議
会
だ
よ
り
」は
、
新
聞
社
の
表
彰
を

何
度
も
受
け
、
全
国
か
ら
視
察
研
修
に

来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
が
、
十
分
で
な
い
こ
と
が
課

題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
ぜ
ひ
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見

等
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
第
二
次
甲
賀
市
総
合
計
画
の

策
定
に
伴
い
、
４
年
間
で
、
ど
の
よ
う

な
事
業
を
い
つ
ま
で
に
展
開
し
て
い
く

の
か
計
画
的
に
目
に
見
え
る
形
に
す
る

よ
う
提
起
し
て
き
た
結
果
、
実
施
計
画

が
議
会
に
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
長
就
任
後
の
３
月
議
会

に
お
い
て「
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員

会
」と「
開
票
事
務
不
正
調
査
特
別
委
員

会
」を
設
置
し
ま
し
た
。
議
会
改
革
推

進
特
別
委
員
会
で
は
、
甲
賀
市
議
会
議

員
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
向
け
て
議

論
が
進
め
ら
れ
、
現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
票
事
務
不
正
調
査
特
別
委

員
会
で
は
、
書
類
送
検
後
の
動
き
が
進

展
し
て
お
ら
ず
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
だ

け
で
な
く
こ
の
事
件
の
背
景
・
原
因
や
、

そ
の
真
相
に
迫
る
に
は
今
、
少
し
時
間

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会津若松市議会での研修

甲賀市議会議員政治倫理条例（素案）
　市議会議員が議員活動を行う際に遵守すべき政治倫理に関する基
本事項を定めることにより、市民の負託に応え、信頼関係を構築す
ることで、民主的な市政の発展に寄与することを目的として制定。
  募集期間・閲覧場所
11 月 13 日まで。議会事務局、旧支所である土山・甲賀大原・甲南第一・
信楽地域市民センターの各窓口。
  意見を提出できる方
市内に在住または在勤・在学する方、事業所、事務所を有する個人
および法人、その他団体。
  意見の提出方法

（閲覧場所にて取得可能）に記入のうえ、各閲覧場所へ持参・郵送・
ファックス・E メールで提出してください。
  意見の回答（公表）
提出いただいたご意見等は、個人情報を除き、回答と併せてホーム
ページで公表いたします。
なお、ご意見等を提出された方への個別の回答はいたしません。
  問い合わせ・提出先
甲賀市 議会事務局
〒 528 － 8502 甲賀市水口町水口 6053 番地
TEL / 0748 － 69 － 2259　　FAX / 0748 － 63 － 4373
E-mail / koka05101000@city .koka. lg . jp

　

委
員
会
で
は
、
７
月
26
日
・
27
日
に
福

島
県
会
津
若
松
市
議
会
へ
「
議
会
改
革
推

進
の
プ
ロ
セ
ス
」、「
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
」

に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
市
議
会
は
、
平
成
19
年
に
議
会
制
度

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
議
会
改
革
に
取

り
組
ま
れ
、「
市
民
の
声
」
を
政
策
化
す
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、
議
会
制
度
検

皆さんのご意見を募集します（パブリックコメント）

植樹祭

議
長　
林
田　
久
充

視
察
研
修
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

順番 氏　　名 質問事項

12 橋
はし

本
もと

　律
りつ

子
こ

1　市の観光ＤＭＯの今後と観光振興の
在り方について

2　市の空き地管理対策と諸課題について

13 奥
おく

田
だ

　宏
こう

嗣
じ

1　環境・景観悪化につながるごみの不
法投棄について

2　小学生の通学路及び危険な交差点の
安全対策について

14 里
さと

見
み

　　淳
あつし

1　防犯カメラについて

15 田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

1　公民連携で新電力会社の設立を
2　甲賀市の文化芸術について
3　市におけるバリアフリー施策について
4　乳幼児健診における小児がんの早期

発見について

16 田
た

中
なか

　新
あら

人
と

1　消費税の軽減税率について
2　中心市街地交通渋滞対策について
3　甲賀市子ども食堂について

17 橋
はし

本
もと

　恒
ひさ

典
のり

1　甲賀市の外国観光客誘致について
2　市庁舎の電気使用料削減の取り組み

について
3　青少年の文化・スポーツ活動の推進

について

18 山
やま

中
なか

　修
しゅう

平
へい １　甲賀市の婚活支援事業について

２　自転車通学路の安全確保について

19 谷
たに

永
なが

　兼
けん

二
じ

1　幼児教育・保育無償化実施での影響
と体制は

2　ブロック塀の倒壊防止による災害対
策と災害発生時における避難所につ
いて

20 小
こ

西
にし

喜
き

代
よ

次
つぐ

1　公共施設最適化計画はあくまで住民
合意で

2　旧甲賀病院跡地利用の経緯について
3　文化財保護法改正と紫香楽宮跡整備

活用計画について
4　全国学力テストについて

21 竹
たけ

若
わか

　茂
しげ

國
くに

1　コミュニティバスの運行について
2　2020 年東京パラリンピック シンガ

ポールのホストタウンについて
3　2024 年障害者スポーツ大会について
4　文化体育振興事業団など類似の団体

の統合整理について
5　地域消防（予備消防）の現状について

22 小
お

河
がわ

　文
ふみ

人
と 1　妊活・不妊治療について

2　甲賀市の観光政策について

順番 氏　　名 質問事項

１ 岡
おか

田
だ

　重
しげ

美
み

1　子どもをとりまく熱中症対策について
2　通学路危険箇所への対策について
3　生活支援ハウスについて

２ 白
しら

坂
さか

萬
ま

里
り

子
こ

1　高齢者肺炎球菌ワクチンに公費助成を
2　子ども食堂の安定運営へ
3　子どもの命守る視点で熱中症対策を

３ 戎
えびすわき

脇　　浩
ひろし 1　税・料金等の収納率の向上に向けて

2　商工業振興計画について

４ 田
た

中
なか

　喜
よし

克
かつ

1　甲賀市の公共施設等の統廃合をもっ
と積極的に

2　甲賀市の国際交流と国内交流の考え
方について

3　地域の防人・消防団の今後と団員確
保について

4　県道の延伸・道路交通網の充実と安
全性の確保について

５ 鵜
う

飼
かい

　　勲
いさお 1　平成 30 年度全国学力・学習状況調査

の総括と市の考え方について

６ 堀
ほり

　　郁
いく

子
こ

1　給食について
2　防災について
3　公の施設について市の方針

７ 森
もり

田
た

　久
ひさ

生
お 1　当市の教育課題について

2　自治体の監査について

８ 土
つち

山
やま

　定
さだ

信
のぶ

1　通学路の安全確保に関して
2　外国人労働者に対して、日本語検定

の補助を
3　介護人材確保について

９ 山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

1　生活保護世帯にエアコン設置と「夏
季加算」を

2　児童クラブの福祉バス利用復活を
3　コミュニティバス車両更新とダイヤ

改善等について
4　会計年度任用職員の処遇について
5　西日本豪雨の教訓をふまえ河川改修・

河床の浚渫・雑木林などの除去対策
促進を

10 辻
つじ

　　重
しげ

治
じ

1　市内の県道整備について
2　運転免許証自主返納者支援について
3　獣害対策の強化と異常気象対応につ

いて

11 糸
いと

目
め

　仁
まさ

樹
き

1　犯罪被害者支援協定の締結を
2　甲賀市の得意分野での総合科学技術

施設の創設

公職選挙法メモ 議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

市の考えを問う22人の
議員が

平成30年　第４回甲賀市議会定例会一般質問

市の考えを問う 目次22人の
議員が

平成30年
９月６日・７日・10日・11日

危機・安全管理統括監 危機統括監
総合政策部長 総政部長 市民環境部長 市環部長 健康福祉部長 健福部長
産業経済部長 産経部長 こども政策部長 こ政部長 農業委員会事務局長 農委局長

■答弁者の凡例
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

岡田　重美

来
年
の
夏
ま
で
に
は
整
備
を
進
め
る

学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
完
了
の
メ
ド
は

Q
小
中
学
校
の
熱
中
症
対
策
は
。

 

教
育
長　
健
康
観
察
の
徹
底
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
、
気
温
湿
度
に
配
慮
し

た
活
動
、
暑
さ
指
数
計
の
整
備
な
ど
熱

中
症
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

Q
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
の
メ

ド
は
ど
う
か
。
前
倒
し
を
行
い
早
急
に

整
備
完
了
を
。

 

教
育
理
事　
現
在
16
校
が
未
整
備
だ

が
、内
11
校
は
今
年
度
中
に
完
了
予
定
。

残
り
５
校
も
国
に
変
更
申
請
を
行
い
、

来
年
の
夏
ま
で
に
整
備
で
き
る
よ
う
進

め
る
。

Q
水
難
事
故
以
降
、
水
路
等
に
関
す

る
通
学
路
危
険
箇
所
の
点
検
は
さ
れ
た

の
か
。
改
善
計
画
は
ど
う
か
。

 

教
育
部
長　
側
溝
以
外
の
用
水
路
や

河
川
、
た
め
池
等
の
危
険
箇
所
に
つ
い

て
も
点
検
を
行
っ
た
。
20
箇
所
に
つ
い

て
今
年
度
対
応
を
す
る
予
定
。

Q
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
、
小
中
学

校
の
危
険
箇
所
の
対
応
は
ど
う
か
。
通

学
路
の
危
険
箇
所
の
点
検
は
ど
う
か
。

 

教
育
部
長　
学
校
の
夏
休
み
中
に
撤

去
や
部
分
改
修
を
行
っ
た
。
卒
業
記

念
碑
は
慎
重
に
対
応
し
た
い
。
通
学
路

の
点
検
も
実
施
済
み
。
危
険
箇
所
は
通

学
路
の
一
部
変
更
等
の
対
応
を
し
て
い

る
。

Q
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
は
、
生
活
に
不

安
が
あ
る
高
齢
者
が
利
用
で
き
る
施
設

だ
が
利
用
が
少
な
い
。
要
綱
の
見
直
し

等
行
い
施
設
の
活
用
を
図
る
べ
き
。

 

健
福
部
長　
現
行
の
要
綱
に
基
づ
い

て
い
く
。
柔
軟
な
対
応
、
関
係
機
関
へ

周
知
を
行
い
施
設
の
有
効
活
用
を
図

る
。

ＱＲコード

白坂萬里子

慎
重
に
検
討
す
る

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
公
費
助
成
を

Q
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
制
度
は
高
齢
者
の
肺
炎
予
防
と

医
療
費
削
減
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
平

成
26
年
10
月
か
ら
国
の
定
期
接
種
と
し

て
始
ま
り
、
５
年
間
で
65
歳
以
上
の
全

人
口
を
カ
バ
ー
す
る
経
過
措
置
を
設

け
、
全
て
の
対
象
者
に
平
等
の
接
種
機

会
が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
31
年

度
か
ら
は
65
歳
の
み
の
定
期
接
種
に
な

る
た
め
、
未
接
種
者
に
は
、
市
独
自
の

公
費
助
成
で
接
種
率
ア
ッ
プ
を
。

 

市
長　
国
へ
、
継
続
の
働
き
か
け
を

行
う
と
と
も
に
、
任
意
の
予
防
接
種
に

対
す
る
助
成
は
慎
重
に
検
討
す
る
。

Q
こ
ど
も
食
堂
の
安
定
運
営
の
た
め

の
助
成
を
。

 

こ
政
部
長　
子
ど
も
食
堂
代
表
者
か

ら
も
要
望
が
あ
る
が
、
県
の
社
協
に
お

い
て
新
し
い
施
策
を
検
討
さ
れ
て
い
る

事
か
ら
、そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　

市
と
し
て
も
幅
広
い
年
齢
層
が
互
い

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
大
切
な

事
業
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
継
続
の

活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

Q
子
ど
も
の
命
を
守
る
視
点
で
熱
中

症
対
策
を
。

 

教
育
部
長　
屋
外
行
事
で
は
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
対
応
し
て
い

る
。
水
筒
の
中
身
は
水
・
お
茶
に
限
定

せ
ず
、
経
口
補
水
液
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
も
認
め
る
方
向
で
指
示
。
学
校
の

エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
国
の
補
助
制
度

を
活
用
し
極
力
来
年
の
夏
ま
で
に
整
備

す
る
。

ＱＲコード

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

A Q

A Q

生活支援ハウスの居室
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

戎脇　　浩

納
税
方
式
に
も
工
夫
す
る

税
の
収
納
対
策
を
積
極
的
に

Q
自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
税
・
料

金
の
収
入
確
保
は
最
優
先
課
題
で
あ

る
。「
集
合
納
税
方
式
」
な
ど
納
付
し

易
い
環
境
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

総
務
理
事　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
な
ど
で
、

納
付
方
法
の
選
択
肢
を
拡
大
し
て
い

る
。

Q
先
進
的
施
策
で
成
果
を
上
げ
て
い

る
他
市
や
外
部
研
修
を
も
っ
と
積
極
的

に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

総
務
理
事　
県
や
税
務
署
主
催
の
研

修
会
に
参
加
し
て
い
る
。
今
後
も
様
々

な
機
会
を
活
用
し
、
研
究
に
努
め
る
。

Q
正
し
い
納
付
ま
た
滞
納
債
権
の
早

期
収
納
の
た
め
に
は
、
関
係
各
課
が
連

携
し
、納
付
相
談
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

連
携
状
況
は
ど
う
か
。

 

総
務
理
事　
全
庁
的
な
組
織
を
設
置

し
、
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

Q
会
派
視
察
で
学
ん
だ
糸
魚
川
市
で

は
「
見
え
る
化
」
と
し
て
、
目
標
や
事

務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
常
に
掲
示
す
る
こ

と
で
、必
要
な
仕
事
や
時
期
を
把
握
し
、

組
織
内
の
意
思
統
一
を
図
り
、
大
き
な

成
果
を
上
げ
て
お
ら
れ
る
。
当
市
の
状

態
は
ど
う
か
。

 

総
務
理
事　
毎
月
確
認
し
て
い
る
が
、

十
分
な
取
り
組
み
が
で
き
て
い
な
い
部

分
も
あ
る
の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

Q
税
等
の
徴
収
業
務
は
困
難
な
業
務
。

全
庁
的
な
後
押
し
が
必
要
で
は
。

 

副
市
長　
財
源
確
保
の
重
要
な
一
翼

を
担
う
部
署
で
あ
り
、
職
場
内
や
市
民

か
ら
適
正
な
評
価
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
風
土
や
環
境
を
構
築
し
て
い
く
。

ＱＲコード

田中　喜克

私
、市
長
が
先
頭
に
立
ち
取
り
組
む

市
公
共
施
設
の
統
廃
合
を
積
極
的
に

Q
国
際
交
流
・
国
内
交
流
の
相
手
先

は
本
来
趣
旨
に
立
ち
、
考
え
て
は
。

 

総
政
部
長　
国
際
交
流
は
中
学
生
や

市
民
を
中
心
に
姉
妹
都
市
と
の
交
流
に

取
り
組
み
国
際
意
識
の
向
上
や
異
文
化

理
解
な
ど
を
推
進
し
て
き
た
。

　

市
総
人
口
の
約
３
・
４
％
の
外
国
人

市
民
の
お
ら
れ
る
中
、
ま
ず
は
市
内
で

の
国
際
理
解
や
多
文
化
共
生
へ
の
理
解

を
深
め
る
取
り
組
み
を
市
国
際
交
流
協

会
と
共
に
進
め
た
い
。

Q
地
域
防
災
を
消
防
団
の
方
々
だ
け

に
任
す
こ
と
な
く
、
非
常
緊
急
時
の
た

め
に
行
政
で
の
特
別
編
成
チ
ー
ム
を
。

 

危
機
統
括
監　
消
防
団
員
確
保
は
消

防
団
検
討
委
員
会
で
定
員
削
減
、
班
の

統
合
な
ど
検
討
を
進
め
て
い
る
。
行
政

職
員
で
構
成
す
る
班
等
の
創
設
は
考
え

て
い
な
い
。

Q
Ｒ
３
０
７
号
塩
野
・
山
上
・
カ
エ

ル
橋
詰
の
多
発
追
突
事
故
回
避
に
近
接

の
県
道
・
柑
子
塩
野
線
延
伸
で
安
全
を
。

 

建
設
部
長　
県
道
延
伸
は
当
面
考
え

て
い
な
い
。
車
輌
の
距
離
を
確
保
す
る

た
め
支
障
樹
木
の
伐
採
、
路
面
表
示
や

カ
メ
ラ
監
視
で
安
全
対
策
を
行
っ
て
い

る
。

Q
市
公
共
施
設
は
今
後
40
年
間
で
建

築
物
の
総
床
面
積
の
30
％
縮
減
を
目
指

す
と
さ
れ
て
い
る
が
、市
長
の
思
い
は
。

 

市
長　
公
共
施
設
の
統
廃
合
は
、
重

要
課
題
で
先
延
ば
し
出
来
な
い
。
私
が

先
頭
に
立
ち「
将
来
に
渡
る
市
の
財
政

状
況
」な
ど
を
示
し
取
り
組
ん
で
行
く
。

ＱＲコード

A Q

A Q

税・料金等、収納対策の最前線

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

追突事故が多発する Ｒ307号・カエル橋（滝川橋）付近
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

鵜飼　　勲

『
生
き
る
力
』を
育
む
教
育
を
進
め
る

全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
の
総
括
は

Q
調
査
の
意
義
は
。

 

教
育
長　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
地
域

が
持
つ
課
題
が
、
ど
の
よ
う
に
改
善
し

た
の
か
中
長
期
的
に
把
握
し
、
今
、
何

に
ど
の
程
度
取
り
組
む
の
か
を
見
い
出

す
指
標
と
し
、
計
画
・
実
行
・
評
価
・

改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す

る
。

Q
本
県
で
は
、
全
教
科
で
平
均
正
答

率
が
全
国
平
均
を
５
年
連
続
で
下
回
っ

て
い
る
が
、
本
市
の
傾
向
は
。

 

教
育
長　
５
年
と
も
全
国
平
均
を
や

や
下
回
っ
て
お
り
、
課
題
の
分
析
と
対

策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
差
は
年
々
縮
ま
り
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
成
果
が
徐
々
に

現
れ
て
き
て
い
る
と
考
え
る
。

Q
調
査
が
自
治
体
間
の
不
毛
な
競
争

を
招
い
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
が
。

 

教
育
長　
調
査
に
よ
り
把
握
で
き
る

の
は
、
学
力
の
一
側
面
で
あ
り
、
調
査

結
果
の
正
答
率
だ
け
で
学
校
評
価
や
人

事
評
価
を
行
う
こ
と
や
過
度
な
競
争
に

つ
な
が
る
動
き
は
適
切
で
な
い
。

Q
県
教
委
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
学
力

向
上
策
に
つ
い
て
本
市
の
立
案
は
。

 

教
育
長　
自
学
自
習
の
習
慣
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。
自
ら
の
力

で
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
人
間
に

成
長
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

Q
学
校
教
育
の
方
向
性
は
。

 

市
長　
近
年
、
学
校
を
取
り
巻
く
環

境
が
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
が
夢
と
生
き
る
力
を
育
む
た
め

の
環
境
整
備
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組

む
。

ＱＲコード

堀　　郁子

安
心
安
全
で
美
味
し
く
楽
し
い
給
食
に

残
食
を
減
ら
し
美
味
し
い
給
食
をQ

西
部
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
や
備
蓄
計
画
は
。
東
部
は
。

 

教
育
部
長　
限
り
が
有
る
が
多
く
提

供
で
き
る
よ
う
に
す
る
。１
万
食
備
蓄
。

東
部
は
給
食
用
に
精
米
１
週
間
分
。

Q
給
食
費
の
滞
納
は
ど
の
く
ら
い
か
、

納
付
の
工
夫
は
。
そ
れ
で
も
払
っ
て
も

ら
え
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

 

教
育
部
長　
昨
年
度
は
１
５
１
万
７

５
５
０
円
。
督
促
状
、
戸
別
訪
問
し
、

対
応
し
て
も
ら
え
な
い
時
は
裁
判
所
へ

手
続
。

Q
携
帯
で
自
分
の
現
在
地
や
避
難
所

が
見
ら
れ
る
ウ
ェ
ブ
版
防
災
マ
ッ
プ
、

吸
口
を
つ
け
て
す
ぐ
飲
め
る
乳
幼
児
液

体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
を
進
め
て
は
。
避
難

所
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
。

 

危
機
統
括
監　
検
討
す
る
。

Q
下
水
道
が
未
敷
設
の
所
は
。

 

水
道
部
長　
平
成
37
年
度
向
け
整
備
。

そ
れ
以
外
は
合
併
浄
化
槽
の
設
置
促

進
。

ＱＲコード

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。

A Q

A Q

国立教育政策研究所が公表した報告書

安心安全で美味しく楽しい給食

Q
ふ
る
さ
と
給
食
は
甲
賀
市
産
の
食

材
で
で
き
て
い
る
の
か
。
費
用
は
市
が

負
担
し
て
は
。
残
食
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
か
。
減
ら
す
取
り
組
み
は
。
牛
乳
の

代
替
食
は
。
返
金
対
応
で
医
師
の
診
断

書
が
出
て
い
る
の
か
。

 

教
育
部
長  

甲
賀
市
産
の
食
材
は
20
％
。

全
て
を
ま
か
な
う
事
は
難
し
い
。
２
月

22
日
の
忍
者
の
日
給
食
は
市
が
負
担
。

残
食
は
量
っ
て
い
な
い
。
彩
り
よ
く
カ

レ
ー
味
や
食
育
と
し
て
指
導
す
る
。
牛

乳
の
代
替
食
は
新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
検

討
。
返
金
対
応
は
診
断
書
は
１
０
３
名

中
39
名
。
状
況
書
で
も
返
金
対
応
。



2018.11 14

 QRコード で質問の
録画が見られます。

N1 幅広い場面で使われる日本語を理解

N2 日常的な場面で使われる日本語の理解

N3 日常的な場面で使われる日本語をある程度理解

N4 基本的な日本語を理解することができる。

N5 基本的な日本語をある程度理解することができる。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

森田　久生

31
年
度
を
目
処
に
方
向
性
を
決
定

学
校
再
編
計
画
の
今
後
の
進
め
方
は

　

全
国
学
力
テ
ス
ト
と
小
学
校
再
編
を

的
に
教
育
課
題
と
行
政
透
明
化
の
側
面

か
ら
自
治
体
の
監
査
に
つ
い
て
質
問
。

Q
全
国
学
力
テ
ス
ト
へ
の
認
識
は
。

 

市
長　
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
・

分
析
し
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検

証
す
る
貴
重
な
資
料
。

 

教
育
長　
学
力
全
体
は
測
れ
な
い
。

Q
当
市
の
小
中
学
校
の
レ
ベ
ル
は
。

 

教
育
部
長　
小
中
学
校
と
も
全
国
平

均
を
や
や
下
回
り
、
県
平
均
と
は
小
学

校
で
は
同
等
、中
学
校
は
や
や
下
回
る
。

Q
小
中
学
校
の
再
編
に
対
す
る
所
感

と
や
る
気
度
・
本
気
度
は
。

 

市
長　
良
い
教
育
環
境
を
目
指
し
指

針
と
し
て
提
示
し
た
計
画
で
あ
り
、
今

後
市
民
と
一
層
の
議
論
を
深
め
進
め

る
。
そ
の
場
に
は
、
積
極
的
に
参
画
す

る
。

 

教
育
長　
31
年
度
中
に
再
編
検
討
協

議
会
を
全
地
域
で
立
上
げ
、
地
域
内
で

議
論
願
い
、
再
編
の
方
向
性
を
決
定
。

Q
昨
年
の
地
方
自
治
法
改
正
で
、
議

会
選
出
の
監
査
委
員
の
選
任
義
務
付
け

が
緩
和
さ
れ
た
。
当
市
の
対
応
は
。

 

市
長　
廃
止
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
、
議
会
と
も
相

談
し
な
が
ら
今
後
の
対
応
を
検
討
。

Q
代
表
監
査
に
庁
内
の
風
土
は
。

 

代
表
監
査　
市
役
所
内
で
は
、
同
じ

ミ
ス
・
ト
ラ
ブ
ル
を
繰
返
す
傾
向
が
あ

り
、
徹
底
し
た
原
因
調
査
意
識
の
欠
如

と
、
場
当
た
り
的
安
易
な
対
応
風
土
を

感
じ
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
徹
底

さ
れ
た
組
織
風
土
の
醸
成
を
期
待
。

ＱＲコード

土山　定信

多
文
化
共
生
推
進
チ
ー
ム
を
設
け
て

外
国
人
労
働
者
と
甲
賀
市
の
関
係
は

Q
甲
賀
市
は
県
下
屈
指
の
物
づ
く
り

の
街
で
あ
る
。
人
口
減
少
の
波
は
、
他

市
よ
り
も
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
国
外

か
ら
の
協
力
は
必
要
。
い
ま
甲
賀
市
内

に
外
国
人
労
働
者
は
何
人
か
。

 

総
政
部
長　
平
成
27
年
２
６
６
０
人

平
成
28
年
３
０
６
３
人　

平
成
29
年
は

３
３
８
８
人
で
あ
る
。

Q
必
要
で
あ
れ
ば
甲
賀
市
に
は
、
日

本
の
文
化
を
、
ま
た
日
本
語
を
学
ぼ

う
と
す
る
人
に
来
て
働
い
て
欲
し
い
と

願
っ
て
お
り
、　
甲
賀
市
で
日
本
語
教

室
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

総
政
部
長　
国
際
交
流
協
会
に
委
託

し
て
、
日
本
語
教
室
を
開
催
し
て
い

る
。
受
講
者
は
、
平
成
29
年
度
は
延
べ

約
１
０
４
０
人
が
受
講
し
て
い
る
。

Q
日
本
語
の
基
準
と
し
て『
日
本
語
能

力
テ
ス
ト
』が
あ
る
。
こ
の
テ
ス
ト
は

甲
賀
市
で
認
め
て
い
る
の
か
。

 
総
政
部
長　
新
た
な
在
留
資
格
の
基

準
に
も
な
る
と
聞
い
て
お
り
、
他
市
の

事
例
を
調
べ
て
み
る
。

Q
こ
の
試
験
に
補
助
金
を
出
す
こ
と

に
よ
り
、
日
本
語
を
学
ぼ
う
と
す
る
外

国
籍
の
方
と
市
と
の
繋
が
り
が
出
来

る
。有
効
と
考
え
る
が
可
能
で
あ
る
か
。

 

総
政
部
長　
本
試
験
が
就
労
に
つ
な

が
る
と
は
言
い
切
れ
ず
、
補
助
金
等
を

出
す
に
は
、
基
準
が
必
要
で
あ
る
。

ＱＲコード

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

A Q

A Q

クラス風景

日本語能力検定認定の目安（N1は１級のイメージ）



市議会だより　No.5615

 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

山岡　光広

今
後
の
あ
り
方
、根
本
的
な
検
討
必
要

児
童
ク
ラ
ブ「
福
祉
バ
ス
」利
用
復
活
を

Q
改
善
さ
れ
た「
生
活
保
護
の
し
お

り
」は
、
誰
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

庁
舎
窓
口
に
恒
常
的
に
置
く
べ
き
。

 

健
福
部
長　
そ
の
場（
窓
口
）で
お
渡

し
し
て
い
る
が
、
恒
常
的
に
置
く
こ
と

も
検
討
す
る
。

Q
生
保
世
帯
で
エ
ア
コ
ン
設
置
の
有

無
は
。
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に「（
電

気
代
の
）夏
季
加
算
」を
。

 

健
福
部
長　
２
０
５
世
帯
の
う
ち
１

６
４
世
帯
、
約
８
割
が
設
置
済
み
。

 

市
長　
（
夏
季
加
算
に
つ
い
て
）
国
へ

の
要
望
に
つ
い
て
は
、
市
長
会
等
を
通

じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Q
今
年
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ
の
福
祉
バ

ス
利
用
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
指
定
管

理
者
に
も
事
前
の
相
談
も
な
く
実
施
し

た
の
は
問
題
。
復
活
す
べ
き
。

 

こ
政
部
長　
事
前
の
協
議
・
調
整
が

不
充
分
だ
っ
た
点
は
お
詫
び
す
る
。
総

合
的
判
断
で
対
応
し
た
。

 

市
長　
福
祉
バ
ス
は
、
児
童
ク
ラ
ブ

に
か
か
わ
ら
ず
非
常
に
利
用
が
多
く
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
根
本
的
な
検
討

が
必
要
。

Q
コ
ミ
バ
ス
の
車
両
火
災
が
あ
っ
た
。

老
朽
車
両
の
更
新
を
。
コ
ミ
タ
ク
の
利

用
実
績
は
。
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

設
置
は
。
甲
南
・
甲
賀
か
ら
甲
賀
病
院

行
き
の
直
通
便
を
。

 

建
設
部
長　
火
災
の
原
因
は
調
査
中
。

登
録
か
ら
20
年
以
上
、
走
行
１
０
０
万

キ
ロ
以
上
が
５
台
。
コ
ミ
タ
ク
は
昨
年

10
月
以
降
利
用
者
は
述
べ
１
万
２
２
３

名
。
バ
ス
停
は
85
カ
所
増
設
。
レ
コ
ー

ダ
ー
は
37
台
中
17
台
設
置
。

ＱＲコード

辻　　重治

用
地
の
整
理
と
確
保
を
順
次
行
う

甲
賀
阿
山
線
～
野
川
地
先
の
計
画
は

Q
甲
賀
町
滝
か
ら
甲
南
町
野
川
を
経

由
し
て
三
重
県
阿
山
へ
の
県
道
に
つ
い

て 

工
事
の
計
画
概
要
の
状
況
は
。

 

建
設
部
長　
甲
賀
町
滝
地
先
か
ら
甲

南
町
野
川
地
先
の
約
１
㎞
区
間
を
２
車

線
で
、
道
路
幅
７
・
５
ｍ
に
整
備
す
る
。

平
成
30
年
度
に
浅
野
川
の
橋
台
１
基
と

河
川
の
護
岸
工
が
完
成
。
用
地
の
整
理

と
確
保
さ
れ
れ
ば
、順
次
工
事
を
行
う
。

Q
主
要
地
方
道
草
津
伊
賀
線
の
五
反

田
、油
日
地
先
の
歩
道
整
備
の
計
画
は
。

 

建
設
部
長　
J
R
草
津
線
の
鉄
道
敷

地
と
民
家
に
挟
ま
れ
た
路
線
で
あ
る
こ

と
か
ら
今
後
協
議
を
行
い
進
め
た
い
。

Q
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
の
支
援

と
し
て
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
購
入

の
助
成
が
選
択
で
き
る
よ
う
な
制
度

を
。

 

市
環
部
長　
80
歳
未
満
の
方
及
び
認

知
機
能
検
査
で
返
納
さ
れ
た
方
に
無
料

バ
ス
乗
車
券
を
交
付
し
て
い
る
。
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
購
入
助
成
制
度
に
つ

い
て
は
、
県
内
他
市
町
の
動
向
を
見
据

え
つ
つ
検
討
す
る
。

Q
獣
害
対
策
の
強
化
と
異
常
気
象
の

対
応（
農
作
物
家
畜
等
）は
。

 

産
経
部
長　
防
護
柵
設
置
事
業
に
よ

り
3
8
1
㎞
設
置
し
ピ
ー
ク
時
の
13
％

ま
で
被
害
が
減
少
し
た
。
今
後
も
捕
獲

を
推
進
す
る
。
ま
た
、
防
護
柵
設
置
か

ら
５
年
以
上
経
過
し
た
地
域
に
対
し
修

繕
補
助
を
10
万
円
限
度
に
行
う
。
近
江

米
は
夏
の
水
管
理
で
品
質
良
と
な
っ

た
。

ＱＲコード

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。

A Q

A Q

平成29年度「福祉バス」利用状況

滝地先の立看板

わくわくキッズ 561 名
雲井くもっこ児童クラブ 31 名
信楽児童クラブ 36 名
小原つばさ児童クラブ 17 名
甲南なかよし児童クラブ 46 名
甲南第二そまっこ児童クラブ 38 名
甲南そまっこ児童クラブ 49 名
大原児童クラブ 61 名
油日児童クラブ 30 名
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

糸目　仁樹

提
案
を
念
頭
に
進
め
た
い

総
合
科
学
技
術
施
設
の
創
設
を

Q
我
が
国
の
技
術
立
国
と
し
て
の
立

ち
位
置
が
揺
ら
い
で
い
る
。
主
な
原
因

は
技
術
力
の
低
下
で
は
な
く
、
技
術
者

の
夢
の
衰
退
で
は
な
い
か
と
危
惧
す

る
。
石
川
県
小
松
市
立
の
サ
イ
エ
ン
ス

ヒ
ル
ズ
小
松
に
会
派
で
視
察
し
た
。
科

学
技
術
へ
の
夢
を
与
え
る
素
晴
ら
し
い

施
設
だ
っ
た
。
甲
賀
市
に
お
い
て
も
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
や
薬
を
軸
に
、
子
ど
も
た

ち
の
科
学
へ
の
夢
を
育
て
、か
つ
産
業・

観
光
振
興
に
も
つ
な
が
る
総
合
科
学
技

術
施
設
を
創
設
で
き
な
い
か
。

 

産
経
部
長　
提
案
頂
い
た
素
材
は
、

市
内
に
散
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
一

カ
所
に
集
約
出
来
れ
ば
良
い
と
思
う
が

行
政
単
独
で
は
出
来
な
い
た
め
民
間
企

業
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
念
頭
に
置
き

進
め
た
い
。

Q
甲
賀
市
は
大
津
、
草
津
、
長
浜
に

続
き
犯
罪
被
害
者
の
相
談
件
数
が
多

い
。
現
状
、
ど
の
よ
う
な
支
援
体
制
が

あ
る
か
。
ま
た
、
県
の
お
う
み
犯
罪
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
よ
り

手
厚
い
支
援
体
制
を
築
け
な
い
か
。

 

市
環
部
長　
傷
害
見
舞
金
、
遺
族
見

舞
金
の
支
給
、
同
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

連
絡
を
し
て
い
る
。
本
県
で
同
支
援
セ

ン
タ
ー
、
警
察
、
県
、
市
町
の
連
携
強

化
に
よ
る
速
や
か
な
支
援
体
制
作
り
が

議
論
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
犯
罪

被
害
者
支
援
市
町
担
当
者
会
議
へ
の
出

席
、
他
関
係
団
体
と
の
密
な
連
携
体
制

作
り
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
現
状
を

市
民
に
啓
発
し
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ

た
い
。

ＱＲコード

橋本　律子

市
に
あ
っ
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
形
で
加
速
す
る

日
本
遺
産
戦
略
と
今
後
の
対
策
は

Q
日
本
遺
産
認
定
後
の
事
業
分
析
の

問
題
点
と
市
の
目
標
と
の
違
い
は
。

 

産
経
部
長　
市
内
に
は
、
観
光
資
源

の
素
材
は
多
く
あ
る
が
充
分
に
生
か
さ

れ
て
い
な
い
。
観
光
客
受
入
れ
施
設
が

少
な
い
。
市
民
に
観
光
産
業
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
積
極
的
で
な
い
傾
向
と
い
っ

た
課
題
が
あ
る
。

Q
行
政
か
ら
の
仕
掛
け
や
提
案
な
ど

ど
う
あ
る
べ
き
と
考
え
る
か
。

 

産
経
部
長　
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
は
多
様

な
働
き
か
け
が
提
供
で
き
、
人
口
減
少

対
策
の
一
つ
と
し
て
定
住
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
商
工
会
な
ど
と
連
携
を
図

り
、
新
た
な
企
業
支
援
や
交
流
の
場
づ

く
り
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
企
画
な

ど
重
要
と
考
え
る
。

Q
今
回
の
見
直
し
や
保
留
に
つ
い
て

の
考
え
と
市
民
へ
創
業
機
運
を
ど
う
図

る
か
。

 
市
長　
“
東
海
道
と
忍
者
”を
核
に
据

え
る
甲
賀
市
観
光
協
会
と
信
楽
焼
を
核

と
す
る
信
楽
観
光
協
会
と
の
組
織
強
化

を
図
り
地
域
の“
稼
ぐ
力
”を
引
き
出
す

こ
と
が
大
切
。
創
業
支
援
補
助
制
度
や

女
性
主
体
の
民
間
事
業
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
応
援
し
プ
レ
ー
ヤ
ー

を
増
や
し
人
材
育
成
を
強
化
し
た
い
。

Q
空
き
地
管
理
対
策
に
つ
い
て
、
迷

惑
空
き
地
へ
の
市
の
見
解
は
。

 

市
環
部
長　
「
空
き
家
」法
な
ど
の
法

律
上
の
措
置
は
な
く
、
解
決
に
つ
な
が

ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
さ
ら
な

る
研
究
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

ＱＲコード

議員や後援会が選挙区内に有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

A Q

A Q

総合科学技術施設イメージ図

荒廃した通学路に面した宅地
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

奥田　宏嗣

不
法
投
棄
に
は
重
刑
罪
が
あ
る

環
境
景
観
悪
化
ご
み
の
不
法
投
棄
問
題

Q
ポ
イ
捨
て
で
も
、
あ
っ
と
い
う
間

に
不
法
投
棄
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

る
。ど
の
よ
う
な
罰
則
が
か
か
る
の
か
。

 

市
環
部
長　
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
１
千
万
円
以
下
も
し
く
は
そ
の
両

方
。法
人
の
場
合
３
億
円
以
下
の
罰
金
。

指
定
さ
れ
た
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
以
外

へ
捨
て
る
事
も
不
法
投
棄
に
該
当
。

Q
市
に
条
例
は
あ
る
の
か
。

 

市
環
部
長　
特
化
し
た
も
の
は
な
い
。

環
境
基
本
条
例
等
が
該
当
。

Q
取
り
締
ま
り
や
今
後
の
対
策
は
。

 

市
環
部
長　
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
し
、

啓
発
看
板
の
設
置
。
重
い
刑
罰
で
あ
る

事
を
周
知
。

Q
学
校
の
道
徳
授
業
に
取
り
入
れ
可

能
か
。

 

教
育
長　
自
然
愛
護
、
環
境
保
全
は

取
り
入
れ
て
い
く
が
家
庭
や
身
近
な
大

人
も
教
え
て
い
っ
て
頂
き
た
い
。

Q
県
道
杉
谷
嶬
峨
線（
潤
い
団
地
付

近
）の
歩
道
設
置
、
道
路
拡
幅
は
。

 

建
設
部
長　
一
部
用
地
確
保
が
完
了

し
て
い
な
い
が
県
と
共
に
事
業
進
捗
を

図
る
。

Q
県
道
伊
賀
甲
南
線
、
県
道
柑
子
塩

野
線（
奉
公
山
付
近
）に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

等
の
設
置
に
よ
る
安
全
対
策
は
。

 

建
設
部
長　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置

す
る
と
一
旦
停
止
を
怠
る
車
両
が
増
え

逆
に
危
険
。
し
か
し
市
も
県
や
公
安
委

員
会
に
安
全
対
策
を
要
望
し
て
い
く
。

Q
県
道
柑
子
塩
野
線
、
県
道
甲
南
阿

山
伊
賀
線（
成
田
牧
場
入
口
付
近
）の
安

全
対
策
は
。

 

建
設
部
長　
事
故
多
発
に
付
き
、
注

意
喚
起
の
方
策
を
検
討
。 ＱＲコード

里見　　淳

お
年
寄
り
の
見
守
り
に
も
活
用

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

Q
甲
賀
市
で
管
理
し
て
い
る
、
監
視

カ
メ
ラ
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
現
状
は
。

 

市
環
部
長　
本
市
で
管
理
し
て
い
る

監
視
カ
メ
ラ
は
合
計
で
35
台
、
防
犯
カ

メ
ラ
は
合
計
１
１
６
台
あ
り
、
設
置
・

運
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
警
の
地
域

見
守
り
カ
メ
ラ
設
置
促
進
事
業
に
よ
り

市
内
に
25
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
稼
動
し

て
い
る
。

Q
地
域
の
出
入
り
口
に
設
置
し
て
い

る
監
視
カ
メ
ラ
を
、
お
年
寄
り
の
見
守

り
に
も
活
用
で
き
な
い
か
。

 

市
環
部
長　
個
人
情
報
に
十
分
配
慮

し
適
切
に
対
応
す
る
。

Q
警
察
に
捜
索
依
頼
が
出
さ
れ
て
捜

査
協
力
が
あ
っ
た
場
合
は
。

 

市
環
部
長　

 

捜
査
協
力
で
き
る
。

Q
現
在
の
公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
設
置
状
況
は
。

 

総
務
理
事　
職
員
の
安
全
運
転
意
識

向
上
を
図
る
た
め
、
現
在
15
台
の
公
用

車
に
設
置
し
て
い
る
。

Q
今
後
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

防
犯
カ
メ
ラ
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
民
間
と
も
協
力
す
る
協
定

を
結
ん
で
は
。

 

市
環
部
長　
現
状
で
は
協
定
等
を
結

ぶ
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

先
例
地
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
活
用
し
、
民
間
と
協
定
を
結
ん
で
い

る
事
例
を
紹
介
し
た
。

ＱＲコード

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

A Q

A Q

ドライブレコーダーを防犯に

こんな事を思われない環境づくりを
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

田中　將之

早
期
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
む

東
京
オ
リ
パ
ラ
に
向
け
文
化
芸
術
を

Q
昨
年
、
文
化
芸
術
基
本
法
が
一
部

改
正
。
文
化
芸
術
の
振
興
に
と
ど
ま
ら

ず
、
観
光
、
ま
ち
づ
く
り
、
国
際
交

流
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
な
ど
の
施
策

を
、
文
化
芸
術
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る

様
々
な
価
値
を
文
化
芸
術
の
継
承
、
発

展
及
び
創
造
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
ま
た
今
年
、
障
が
い
者
に
よ
る
文
化

芸
術
の
創
造
や
鑑
賞
な
ど
を
促
進
す
る

障
害
者
文
化
芸
術
活
動
推
進
法
が
成

立
。

　
障
が
い
者
の
文
化
芸
術
の
鑑
賞
機
会

の
拡
大
を
掲
げ
、
さ
ら
に
、
文
化
芸
術

を
創
造
・
発
表
す
る
機
会
の
確
保
や
芸

術
上
の
価
値
が
高
い
作
品
の
発
掘
・
評

価
、
作
品
の
権
利
保
護
や
販
売
支
援
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
、
市

文
化
芸
術
基
本
条
例
の
制
定
は
ど
う

か
。
ま
た
、
我
が
市
は
歴
史
的
に
も
障

が
い
者
ア
ー
ト
の
ま
ち
で
あ
り
、
全
国

で
も
い
ち
早
く
計
画
策
定
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

 

市
長　
条
例
の
制
定
は
、「
甲
賀
市
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」が
来
年
に
最

終
年
を
迎
え
る
。
10
年
間
の
課
題
な
ど

を
整
理
し
対
応
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
市
で
は
早
く
か
ら
障
が
い
者
に

よ
る
芸
術
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
土

壌
が
あ
る
。
障
が
い
者
に
よ
る
文
化
芸

術
活
動
推
進
の
計
画
策
定
は
、
国
の
基

本
計
画
を
勘
案
し
、
可
能
な
限
り
早
期

の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

ＱＲコード

田中　新人

低
所
得
者
へ
配
慮
か
ら
対
象
品
目
８
％

消
費
税
の
軽
減
税
率
に
つ
い
て

Q
軽
減
税
率
に
つ
い
て
。

 

総
務
部
長　
消
費
税
の
税
率
が
２
０

１
９
年
10
月
１
日
に
現
行
の
８
％
か
ら

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
と
同
時

に
低
所
得
者
へ
の
配
慮
の
観
点
か
ら
、

消
費
税
の
軽
減
税
率
が
実
施
さ
れ
る
。

軽
減
税
率
は
、
対
象
品
目
に
つ
い
て

８
％
に
な
る
。

Q
軽
減
税
率
の
対
象
品
目
の
範
囲
は
。

 

総
務
部
長　
酒
類
や
外
食
・
相
手
方

が
指
定
し
た
場
所
に
お
い
て
行
う
加

熱
、
調
理
又
は
給
仕
等
の
役
務
を
伴
う

飲
食
料
品
の
提
供
で
あ
る
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
を
除
く
、
食
品
表
示
法
に
規
定
す
る

食
品
。
定
期
購
読
契
約
が
締
結
さ
れ
た

週
２
回
以
上
発
行
さ
れ
た
新
聞
も
対

象
。

Q
J
A
直
売
所
に
出
荷
す
る
場
合
は
。

 

総
務
部
長　
農
業
者
が
直
売
所
で
農

畜
産
物
を
委
託
販
売
す
る
場
合
、
買
い

手
が
課
税
事
業
者
で
あ
っ
た
場
合
、
買

い
手
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス（
適
格
請
求
書
）

の
発
行
を
求
め
ら
れ
れ
ば
、
農
業
者
は

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
義
務
が
あ

る
。

Q
子
ど
も
食
堂
へ
の
県
か
ら
の
補
助

金
が
終
了
し
た
場
合
、
市
と
し
て
の
対

応
は
。

 

こ
政
部
長　
滋
賀
の
縁
え
に
し

助
成
事
業
の

助
成
金
は
、
本
年
度
で
終
了
す
る
。
滋

賀
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
新
た

な
施
策
を
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
動

向
を
注
視
し
、
子
ど
も
食
堂
が
地
域
の

中
で
安
定
し
た
運
営
と
地
域
の
つ
な
が

り
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
き

る
居
場
所
と
し
て
、
継
続
し
た
活
動
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

ＱＲコード

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。

A Q

A Q

やまなみ工房で制作に励む岡元俊雄さん

安定・安心の子ども食堂
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

橋本　恒典

外
国
人
観
光
誘
客
は
極
め
て
重
要

市
の
外
国
人
観
光
客
誘
致
は

Q
市
の
外
国
人
観
光
客
誘
致
に
対
す

る
考
え
方
は
。

 

市
長　
「
忍
者
」は
外
国
人
に
と
っ
て

特
に
人
気
の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ

り
、
本
市
に
お
い
て
外
国
人
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
観
光
誘
客
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
市
の
観
光
客
数
と
外
国
人
観
光
客

数
の
推
移
は
。

 

産
経
部
長　
観
光
客
数
は
平
成
28
年

度
に
は
３
０
９
万
６
千
人
で
、
そ
の
内

外
国
人
観
光
客
数
は
４
万
９
千
人
。

Q
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

 

産
経
部
長　
日
本
遺
産
の「
忍
者
」や

「
信
楽
焼
」の
多
言
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
や
日
本
遺
産
を
核
と
し
た
広
域

的
な
忍
者
等
の
観
光
ル
ー
ト
の
検
討
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
県
や
観
光
協

会
等
と
連
携
し
た
誘
客
活
動
に
取
り
組

む
。

Q
新
庁
舎
の
１
年
間
の
デ
マ
ン
ド
値
、

電
気
料
金
は
。

 

総
務
理
事　
新
庁
舎
の
電
気
料
金
は

年
間
２
１
５
１
万
４
千
円
。
デ
マ
ン
ド

値
は
、
今
年
１
月
の
値
が
最
も
高
く

７
７
１
kw
。

Q
新
庁
舎
に
お
け
る
関
西
電
力
と
の

契
約
の
現
状
は
。

 

総
務
理
事　
法
人
特
約
契
約
の
見
直

し
を
行
い
、
９
月
か
ら
高
圧
受
電
の
市

内
76
の
公
共
施
設
の
基
本
単
価
の
見
直

し
に
つ
な
が
っ
た
。

ＱＲコード

山中　修平

支
援
員
さ
ん
と
よ
く
協
議
し
進
め
る

婚
活
支
援
事
業
の
活
性
化
を
求
め
る

Q
婚
活
支
援
事
業
の
担
当
が
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
に
な
り
、
今
ま
で

と
ど
こ
を
変
え
た
か
。

 

総
政
部
長　
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。

兼
務
職
員
２
名
。結
婚
支
援
員
12
名
で
、

月
２
回
の
相
談
業
務
、
年
１
～
２
回
の

出
逢
い
パ
ー
テ
ィ
や
交
流
会
に
、
相
談

者
の
魅
力
度
を
ア
ッ
プ
す
る
婚
活
ス

ク
ー
ル
等
を
実
施
し
て
い
る
。

Q
相
談
会
場
が
オ
ー
プ
ン
過
ぎ
る
の

で
、
何
か
で
仕
切
る
な
ど
し
た
方
が
相

談
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。　
　

 

総
政
部
長　
支
援
員
さ
ん
の
ご
意
見

を
う
か
が
い
、
改
善
を
図
る
。

Q
最
近
の
成
婚
数
と
登
録
者
数
は
。

 

総
政
部
長　
平
成
27
年
度
ま
で
は
平

均
４
件
が
、
28
年
度
９
件
、
29
年
度
７

件
と
増
え
た
。登
録
者
は
２
４
８
名（
男

１
５
６
名
、
女
92
名
）で
あ
る
。  

Q
職
員
幹
部
、
市
議
会
議
員
、
地
区

役
員
さ
ん
に
も
、
会
員
増
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
て
は
ど
う
か
。

 
総
政
部
長　
支
援
員
さ
ん
の
ご
意
見

を
含
め
検
討
す
る
。

Q
貴
生
川
・
西
内
貴
地
先
の
新
交
差

点
で
の
中
学
生
の
交
通
事
故
は
。

 

教
育
部
長　
３
月
、
４
月
、
５
月
と

３
回
の
報
告
が
あ
り
、
双
方
の
不
注
意

と
飛
び
出
し
が
原
因
と
確
認
。
危
険
箇

所
は
保
護
者
に
も
告
知
・
啓
発
を
図
る
。

Q
新
規
の
道
路
標
示
や
標
識
の
設
置

は
。

 

建
設
部
長　
住
宅
内
道
路
は
ま
だ
市

道
認
定
前
な
の
で
対
応
で
き
な
い
。
県

道
へ
の
対
応
は
、
地
元
組
合
か
ら
も
要

請
が
あ
り
、
県
へ
も
頼
ん
で
い
る
。

ＱＲコード

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

A Q

A Q

中学生が横断する新交差点

広報こうか掲載のフランスのインターンシップ生
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

谷永　兼二

依
然
と
し
て
人
材
確
保
は
厳
し
い

保
育
士
確
保
施
策
の
現
況
は

Q
国
の
検
討
を
経
て
閣
議
決
定
さ
れ
、

来
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
の

「
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
」だ
が
、
実

際
に
実
施
す
る
と
な
る
と
、
一
般
的
に

言
わ
れ
て
い
る
待
機
児
童
問
題
や
保
育

や
教
育
の
質
の
低
下
、
保
育
⼠
確
保
な

ど
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
本
市
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
無
償
化
制
度
の
概
要
は
。

 

こ
政
部
長　
３
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で

の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
幼
稚
園
、

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
の
費
用
の
無

償
化
、
０
歳
時
か
ら
２
歳
児
に
つ
い
て

も
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
無
償
化
と
す

る
も
の
。
ま
た
、
地
域
型
保
育
や
企
業

主
導
型
保
育
、
認
可
外
保
育
園
、
障
が

い
児
通
園
施
設
、
幼
稚
園
の
預
か
り
保

育
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
な
ど
も
無
償
化
の
対
象
と
な

る
予
定
。
具
体
的
な
国
の
制
度
設
計
は

こ
れ
か
ら
と
伺
っ
て
い
る
。

Q
待
機
児
童
の
状
況
と
無
償
化
に
よ

る
影
響
は
。

 

こ
政
部
長　
本
年
４
月
１
日
現
在
の

待
機
児
童
は
48
人
で
、
す
べ
て
が
３
歳

未
満
児
。
無
償
化
が
実
施
さ
れ
て
仮
に

３
歳
以
上
児
の
就
園
率
が
１
０
０
％
に

な
っ
た
場
合
で
も
受
け
入
れ
は
可
能
。

Q
無
償
化
実
施
に
向
け
て
の
課
題
は
。

 

こ
政
部
長　
周
知
・
説
明
。
財
源
負

担
の
問
題
。
待
機
児
童
対
策
。
新
た
な

保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
保
育
の
質
、

安
全
安
心
の
確
保
。
事
務
量
の
大
幅
な

増
加
。
保
育
人
材
の
確
保
な
ど
課
題
山

積
。

ＱＲコード

小西喜代次

協
議
会
の
報
告
を
住
民
合
意
と
す
る

再
編
検
討
協
議
会
決
定
を
尊
重
す
る
か

Q
公
共
施
設
統
廃
合
計
画
は
、
あ
く

ま
で
、
住
民
合
意
が
前
提
と
考
え
る
が

認
識
は
ど
う
か
。

 

市
長　
「
公
共
施
設
の
こ
れ
か
ら
」に

つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

Q
幼
・
保
学
校
再
編
計
画
は
再
編
検

討
協
議
会
の
決
定
が
住
民
合
意
と
さ
れ

て
き
た
が
、
現
在
も
確
認
で
き
る
か
。

 

教
育
長　
再
編
検
討
協
議
会
の
報
告

を
も
っ
て
住
民
合
意
と
考
え
て
い
る
。

Q「
甲
賀
病
院
の
跡
地
利
用
を
考
え
る

会
」が
、
平
成
26
年
３
月
に
７
千
筆
の

署
名
を
当
時
の
副
市
長
で
あ
る
現
副
市

長
に
直
接
提
出
。
検
討
し
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
署
名
提
出
者
に
回

答
す
べ
き
で
な
い
か
。

 

副
市
長　
前
市
長
か
ら
検
討
の
指
示

が
な
か
っ
た
の
で
協
議
し
て
い
な
い
。

回
答
し
な
か
っ
た
の
は
跡
地
の
用
途
が

決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
。

Q
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
安

倍
政
権
は「
文
化
財
を
観
光
資
源
と
し

て
活
用
す
る『
稼
ぐ
文
化
』へ
の
転
換
」

を
打
ち
出
し
た
。
こ
う
し
た
も
と
で
紫

香
楽
宮
跡
整
備
活
用
計
画
は
、
文
化
財

保
護
の
観
点
に
立
っ
た
計
画
に
な
っ
て

い
る
か
認
識
を
問
う
。

 

教
育
部
長　
保
存
と
継
承
の
取
り
組

み
が
、
雲
井
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
子
ど
も
を
苦
し
め
、
教
育
現
場
に

混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
全
国
学
力
テ

ス
ト
は
廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

 

教
育
長　
十
分
に
配
慮
し
、
有
効
活

用
し
た
い
。

ＱＲコード

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

A Q

A Q

一般質問

新たに見つかった紫香楽宮跡の東山遺跡の試掘調査
（2017年12月）
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

竹若　茂國

文
化
、経
済
、産
業
の
交
流
を
深
め
た
い

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
交
流
に
つ
い
て

Q
甲
賀
市
が
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な

る
意
義
は
。

 

市
長　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
を
通

じ
て
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

Q
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
交
流
を
。

 

市
長　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
と

と
も
に
文
化
、
産
業
、
経
済
な
ど
様
々

な
分
野
の
交
流
を
深
め
た
い
。

【
全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
】

Q
市
が
活
用
で
き
る
種
目
を
取
り
入

れ
て
は
。

 

教
育
部
長　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

の
ほ
か
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
関
係
で

ボ
ッ
チ
ャ
を
考
え
て
い
る
。

Q
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
選
手
へ
の
温

か
い
支
援
を
。

 

市
長　
市
に
は
全
国
、
世
界
級
の
選

手
が
お
ら
れ
、
真
剣
な
取
り
組
み
の
姿

に
大
き
な
感
動
を
生
み
生
き
る
力
に
つ

な
が
る
。
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

【
コ
ミ
タ
ク
の
運
行
】

Q
甲
南
エ
リ
ア
か
ら
コ
ミ
タ
ク
で
貴

生
川
駅
へ
直
接
行
け
な
い
の
で
不
便
。

 

建
設
部
長　
民
間
タ
ク
シ
ー
会
社
と

の
競
合
に
よ
り
営
業
を
圧
迫
す
る
。

Q
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
で
考
え
て
ほ
し

い
。

 

建
設
部
長　
甲
南
西
エ
リ
ア
に
つ
い

て
は
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

Q
深
川
郵
便
局
前
、
今
村
医
院
前
、

Ｊ
Ａ
甲
南
支
所
前
に
コ
ミ
タ
ク
停
留
所

の
新
設
を
。

 

建
設
部
長　
地
域
の
ご
意
見
も
伺
い

検
討
す
る
。

ＱＲコード

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

A Q

小河　文人

保
険
内
治
療
も
市
が
支
援
策
を
考
え
る

妊
活・不
妊
治
療
の
支
援
策
の
充
実
を

Q
不
妊
治
療
の
現
実
は
あ
ま
り
に
も

知
ら
れ
て
い
な
い
。
子
ど
も
が
授
か
る

ま
で
の
制
度
の
在
り
方
、
職
場
で
の
支

援
お
よ
び
人
材
確
保
等
々
行
政
と
し
て

何
を
な
す
べ
き
か
、現
在
の
支
援
策
は
。

 

健
福
部
長　
不
妊
治
療
に
関
す
る
支

援
策
は
県
制
度
に
て
体
外
受
精
、
顕
微

授
精
の
高
額
な
保
険
外
診
療
は
、
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
が
あ
る
。
助
成

後
に
、
さ
ら
に
自
己
負
担
金
を
市
が
助

成
を
し
て
い
る
。 

平
成
29
年
度
実
績

で
年
間
70
件
の
利
用
、
助
成
事
業
で
妊

娠
に
結
び
つ
い
た
の
は
、
30
％
前
後
で

あ
る
。 

Q
保
険
適
用
外
の
支
援
は
大
津
市
等

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
特
に
初
期
段
階

で
の
支
援
は
効
果
的
で
あ
る
の
で
、
本

市
も
助
成
制
度
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

 

健
福
部
長　
保
険
内
診
療
も
経
済
的

負
担
が
あ
り
、
市
が
支
援
策
を
講
じ
る

こ
と
に
よ
り
、
不
妊
治
療
へ
の
理
解
も

一
層
深
ま
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、

不
妊
治
療
全
て
の
支
援
策
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
対
策
が
取
れ
る
の
か
検
討
し

い
く
。

Q
職
員
に
対
し
て
不
妊
治
療
休
暇
を

設
け
る
条
例
改
正
が
上
程
、
そ
の
意
味

か
ら
市
が
積
極
的
に
相
談
窓
口
を
設
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

健
福
部
長　
妊
活
や
不
妊
治
療
に
関

す
る
相
談
は
、
専
門
的
な
知
識
や
医
療

情
報
を
も
と
に
、 

適
切
に
対
応
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
各
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
相
談
者
の
方
々
に
安
心
し
て
頂
け

る
よ
う
医
療
情
報
の
提
供
と
専
門
窓
口

へ
の
誘
導
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
行
き

た
い
。

ＱＲコード

A Q

一般質問

ボッチャ
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甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
組合議会報告
一
般
会
計
決
算

　

歳
入
総
額 

36
億
２
７
０
８
万
円

　

歳
出
総
額 

35
億
７
３
５
５
万
９
千
円

　

歳
入
で
は
、
収
入
の
主
な
も
の
は
構

成
す
る
市
の
負
担
金
で
、
28
億
６
７
１

１
万
５
千
円（
甲
賀
市
18
億
７
１
２
５

万
５
千
円
・
湖
南
市
９
億
９
５
８
６
万

円
）

　

歳
出
で
は
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
関
連
で

32
人
の
人
件
費
の
ほ
か
、
し
尿
の
収

集
・
運
搬
業
務
委
託
１
億
１
６
９
９
万

８
千
円
、
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
策
定

業
務
３
１
１
万
円
、
汚
泥
運
搬
用
ダ
ン

プ
更
新
４
０
８
万
２
千
円
、
ご
み
処
理

施
設
の
屋
根
改
修
１
８
２
２
万
８
千
円

な
ど
。

　

消
防
関
連
で
は
、
１
９
２
人
の
人
件

費
の
ほ
か
、
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ

ム
整
備
工
事
２
億
１
７
６
７
万
６
千
円

（
総
事
業
費
５
億
４
４
１
９
万
円
）、
化

学
消
防
自
動
車
５
３
４
６
万
円
、
高
規

格
救
急
車
更
新
２
７
３
２
万
４
千
円
な

ど
。

平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
10
月
１
日

　
質　
　
疑

　

不
用
額（
予
算
額
と
実
際
に
支
出
し

た
額
の
差
）や
時
間
外
手
当
、
条
例
改

正
に
伴
う
徴
税
業
務
廃
止
の
影
響
額
な

ど
に
関
し
て
あ
り
ま
し
た
。

 

採
決　
全
員
賛
成
に
て
可
決
・
認
定
。

　
一
般
質
問

　

山
岡
議
員
が
消
防
力
整
備
基
本
計
画

第
四
次
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
近
年
の

異
常
気
象
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を

質
問
し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
第
１
号
及
び
規
約
の
変
更
に
伴
う
条
例
の
制
定（
市
税
の
滞
納
繰
越
分
の
徴

収
事
務
廃
止
）の
３
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

化学消防車

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
10
月
９
日

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
、
病
院
事
業
会
計
決
算
な
ど
４
議
案
が
上
程
、

審
議
し
ま
し
た
。

地
方
独
立
行
政
法
人
公
立
甲
賀
病
院
中

期
目
標
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

来
年
度
に
控
え
た
法
人
化
に
向
け

て
、
法
の
定
め
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
運

営
・
経
営
計
画
。

　

質
疑
で
は
、
独
自
性
や
計
画
期
間
に

つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
か

ら
の
脱
退
に
つ
い
て

　

法
人
化
に
よ
り
職
員
が
非
公
務
員
に

な
る
こ
と
に
よ
り
、
脱
退
す
る
も
の
。

　

脱
退
後
の
運
用
に
つ
い
て
質
疑
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
公
立
甲
賀
病
院
組
合
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
公
立
甲
賀
病
院
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

公
立
病
院
と
し
て
の
組
合
運
営
、
病

院
事
業
を
決
算
を
通
し
て
審
査
。

 
採
決　
全
員
賛
成
に
て
可
決
・
認
定
。

　
一
般
質
問

　

小
西
議
員
・
竹
若
議
員
が
、「
地
方

独
立
行
政
法
人
化
」に
向
け
て
現
状
の

課
題
や
運
営
方
針
、
職
員
の
働
き
方
な

ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
特
に
看

護
師
数
の
充
足
に
力
を
注
ぎ
、
余
裕
を

持
っ
た
働
き
方
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
経
営
改
善
に
も
つ
な
が
る
、
と
の
答

弁
で
し
た
。

来春に法人化を迎える公立甲賀病院
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広報特別委員会

　

７
月
19
日
、
20
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
第

31
回
近
畿
市
町
村
広
報
セ
ミ
ナ
ー

に
、
広
報
特
別
委
員
４
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

研
修
に
は
毎
年
参
加
し
て
お

り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
写
真
の
撮
り

方
、
文
章
の
書
き
方
や
校
閲
な
ど

を
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

市
民
に
親
し
み
や
す
い
、
よ
り
良

い
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
活
か

し
て
い
ま
す
。

広
報
セ
ミ
ナ
ー
参
加市議会代表として甲賀市議会が発表

甲賀市議会だより 　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
買
い
物
に
訪
れ
た
市
民

の
方
々
１
０
２
人
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、「
市
議
会

だ
よ
り
を
知
っ
て
い
る
か
」「
市
議
会
だ
よ

り
を
読
ん
で
い
る
か
」
お
聞
き
す
る
と
と

も
に
、
よ
く
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
記

事
や
ご
意
見
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
今
後
、
市
議
会
だ
よ
り
の

編
集
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　広
報
特
別
委
員
会
で
は
、
市
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
市
民
の
方
々
の
意
見
を
聴
く
た
め
、

10
月
10
日
、
市
内
の
商
業
施
設
で
ま
ち
か
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

こうか市議会だよりを知っていますか？

市議会だよりを読んでいますか？
知っている方へ

①よく読む記事は？（複数回答可）

②市議会だよりは
　　わかりやすいと思いますか？

読んだことがある方へ

読んだことの無い理由は？
読んだことがない方へ

■知っている
■知らない

■いつも読んでいる
■時々読んでいる
■読んだことがある
■読んだことがない
■未回答

■議案審議
■委員会報告
■一般質問
■その他

■わかりやすい
■わかりにくい
■どちらでもない
■未回答

■手元に届かない（新聞購読なし）
■興味が無い
■その他
■未回答

67.7%

47.8%

36.2%

7.3%
5.8%

2.9%

32.3%

18.6%

21.6%
42.1%

34.9%

48.7%

9.5%

44.5%

11.1%

17.7%

27.0%

13.5%

10.8%

まちかどアンケートまちかどアンケート

第
31
回
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市民の
みなさんに市議会

議員をみじかに感じて
いただきたいとのおもい
から、議席番号順に全議
員をクローズアップ
していきます。

この広報紙は古紙パルプを配合しています。

▼岩永市政になり予算編成から決
算まで通しての初めての議会となり
ました。１年間を見て良かった点、改
正する点を確認することができまし
た。 ▼９月に入ってから台風続きの
秋となりました。市内でも被害が出
ており、被災された皆様に心よりお
見舞い申し上げます。 ▼今回初めて
甲賀市議会だよりまちかどアンケー
トをさせていただきました。ご協力い
ただいた方々に感謝申し上げます。
これからもさらに皆様に読んでいた
だき、心つながる便りになるよう、が
んばっていきます。 ▼秋の日はつる
べ落としと言われます。お帰りの時
間も暗くなりますので充分お気をつ
け下さい。お声をかけ合い、安心安
全な日々を。

（広報特別委員　堀郁子）

12
月
議
会
の
予
定

11月28日

12月５日

12月７日

12月10日

12月11日

12月12日

12月13日

12月14日

12月17日

12月18日

12月19日

12月21日

本会議（第１日）議案上程
提案理由説明
本会議（第２日）議案審議
本会議（第３日）一般質問
本会議（第４日）一般質問
本会議（第５日）一般質問
本会議（第６日）一般質問

　
委員会

委員会予備日
本会議（第７日）最終日

　第 65 回 雲井学区
体育大会。小学校、
保育園、学区自治会
が一緒になって盛り

上がります。まるで地域のお祭りのよう。
子どもたちの成長を見るだけでなく、近
所のおっちゃんがとてつもなく速かった
り。久しぶりに出会う子がタレントのよ
うに変貌していたり。驚きの声、笑い声
が絶えない一
日。写真を撮
ることを忘れ
てしまう。そ
んなワクワク
する１日でし
た。

編集後記

（写真撮影：里見淳委員） 

本会議は誰でも傍聴することができます。
傍聴を希望する方は議会事務局までお問い
合わせください。

市議会議員紹介

Vol.2

あなたとつなぐ

糸　目　仁　樹 甲南町在住

里　見　　　淳 信楽町在住

いと　　　め　　　まさ　　　き

さと　　　み　　　　　　あつし

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

昨今希薄になりつつある伝統や誇りなどを今一度取り戻したく志しました。

様々な意見や思想がある中で最善の判断をすることの難しさを感じています。

前職で学んだ「人として何が正しいか」と言う原理原則を最重視すること。

飾らずなるべく本音で話し合うことを心掛けています。

大自然が広がり温泉もありキャンプも出来るかもしか荘がお勧めです。

様々な地域活動に参加するようになり、苦労や喜びを共有することに魅力を感じたため。

恥ずかしながら、まだまだ自分の知らないことが多い。

バランスと潮目、じっくりと考える時とさっと決断するタイミング。

いろんな価値観があるので、相手の立場に立って思うこと。

各地域で祀られている小宮さんやお地蔵さん。旧道巡り。

議会の傍聴にお越しください！議会の傍聴にお越しください！

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？
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